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Category

トレボー株式会社様

エンタープライズ無線メッシュのPicoCELA、
ローカル５Gとの共存環境で広域なブドウ畑全域
のIoT情報基盤を構築

導入製品：PCWL-0410
業種：農業
導入規模：約12haの圃場
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立野原丘陵地帯に立地する当社が運営するワイナリーでは１２ha
の広大なブドウ畑を併設、また近隣の遊休農地もお借りして、美
味しいワインの要であるブドウを栽培しています。
日本国内における農業の最大の課題は高齢化と後継者不足ですが、
南砺市も例外ではありません。生産性の向上や確実な農業技術の
伝承、省人省力化への対応を加速化し課題を解決する必要があり
ました。

ローカル5Gを元回線とし、700ｍ離れた12ha
のブドウ畑にPicoCELAのエンタープライズ
無線メッシュで安定した監視カメラ網を実現

概要
株式会社スノーピーク様
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特にブドウ栽培は非常に繊細で手間暇がかかるため、ITを積極的に活用すること
でより高い品質のブドウの生産と省人化の両立を目指しています。
なかでもブドウの育成状況や圃場の状態の目視把握は重要で、監視カメラ網を圃
場内に張り巡らせることを以前より検討していました。

しかし、本社屋兼醸造所から当社の圃場までは７００ｍ以上もの距離があります
し、お借りしている農地も点在している状況です。かつ圃場自体が１２haもの面
積を有するためＬＡＮ配線をすることは難しく大変困っていました。そんな中、
PicoCELAのエンタープライズ無線メッシュ技術を知り、今回導入を決意しました。

ローカル5GのＣＰＥを醸造所そばに敷設して元回線を確保、そこから７００ｍ先
の圃場まで、さらには１２haの圃場内での監視カメラ接続のための有・無線イン
ターネット接続環境をPicoCELAのエンタープライズ無線メッシュによって実現し
ました。電源にはソーラーパワーとバッテリーを組み合わせることで、完全ケー
ブルレスな圃場監視ソリューションを実現いたしました。
ローカル5Gとエンタープライズ無線メッシュの組み合わせソリューションとして
極めて先進的な取り組みだと考えています。
PicoCELAは真夏は３０度を超え、真冬は豪雪地帯となる気温差の激しい厳しい環
境下においても安定した通信環境を提供してくれています。すでに運用していた
無人ローバーでの農薬散布やドローンでの監視のための通信インフラとしても何
かしらの活用を検討しています。
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トレボー株式会社が推進する｢立野原コート・ドール構想｣では、
訪れた方に美しい景色と美味しいワインを楽しんでもらい癒やさ
れて帰ってほしいという思いのもと、５００haを越える立野原丘
陵地帯の開発に力を入れています。

スマート農業・スマートシティ化する政策｢立野原コート・ドール
構想｣に対し、基幹ネットワークを構築したかった

導入のきっかけ
トレボー株式会社 様
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具体的には、ワイナリーや芸術分野の誘致、レストランやグランピング施設の整備、
さらには先進的なＩＴ技術を活用したスマート農業やスマートシティについても行政
を巻き込みながら進めています。これらの活動が評価され、平成３１年２月には、農
林水産省総合化事業所(第6次産業化企業)へ認定されました。

様々な企業・団体と協力して農業のIT化を目指しており、ドローンによる監視、無人の
ローバーによる農薬散布、気温や土壌の状態をセンサーで集積する等の実証実験を進
めております。スマート農業・スマートシティ化において品質の良いWi-Fi環境は必須
です。しかし、圃場やお借りしている農地が社屋から離れているため、LANの配線は厳
しく、大変困っておりました。また夏は３０℃を越え、冬は氷点下を下回る豪雪地帯
という気温の変化が激しい環境かつ広大な丘陵地帯という厳しい環境です。このよう
な過酷な環境でも安定した通信環境を提供してくれるケーブルレス製品を探し、
PicoCELAにたどり着きました。
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ネットワークの構築に関しては、オプション品の指向性アンテナを活用
することで、元回線のローカル5G基地局から圃場まで長距離かつ、広域
なWi-Fiエリアの構築導入コストを抑える事ができ、コスト面でも大変助
かりました。

導入コストを低く抑えながらも、安定した通信ネットワークが構築
可能となった

導入後のご感想
トレボー株式会社 様
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ローカル5GとPicoCELAとの連携も問題なく実現できており、エンタープライズ無線
メッシュとローカル5Gの組み合わせによって長距離ＬＡＮ配線を不要にしながらブ
ロードバンドな通信基盤を低廉に実現できることが確認できました。

今回、SCSK様、となみ衛生通信テレビ様とIoZ様のご協力によりソーラー蓄電池・監
視カメラによる映像検知・PicoCELAの無線中継技術を組み合わせて、ケーブルレス
なIoT農業管理ソリューションが実現しました。
これは現地に足を運ばなくても本社から圃場の様子をモニターできる監視システムで
す。
圃場12haおよび点在する圃場の監視システムの通信基盤として、たった5台でWi-Fi
環境を構築することが出来ました。
運用開始後は、安定した通信が実現できており、導入前は本社から離れた圃場まで往
復しなければならなかった監視に係る人的コストも削減され、大変満足しております。

ローカル5GとPicoCELAとの連携も問題なく実現できており、エンタープライズ無線メッ
シュとローカル5Gの組み合わせによって長距離ＬＡＮ配線を不要にしながらブロード
バンドな通信基盤を低廉に実現できることが確認できました。
今回、SCSK様、となみ衛生通信テレビ様とIoZ様のご協力によりソーラー蓄電池・監視
カメラによる映像検知・PicoCELAの無線中継技術を組み合わせて、ケーブルレスなIoT
農業管理ソリューションが実現しました。
これは現地に足を運ばなくても本社から圃場の様子をモニターできる監視システムで
す。
圃場12haおよび点在する圃場の監視システムの通信基盤として、たった5台でWi-Fi環境
を構築することが出来ました。
運用開始後は、安定した通信が実現できており、導入前は本社から離れた圃場まで往
復しなければならなかった監視に係る人的コストも削減され、大変満足しております。
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PicoCELAの通信基盤をもとに、立野原の更なる付加価値を高める
ことで地域一体として立野原ブランドを世界へ発信していきたい

今後について
トレボー株式会社
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PicoCELA製品は屋外のタフな環境でも安定した通信に定評
があるということと、オプションの指向性アンテナを使用
して、各通信機器同士が長距離でも安定した通信が実現で
きており、大変満足しております。
来年度以降には、現在12haの圃場を17haまで拡大する計画
もあります。遠くない将来には地元の方の交流の中心にな
ることはもちろん、観光で来ていただいた方にも何度も来
たいと思っていただけるような街づくりを目指しており、
立野原の名前を世界へ誇るブランドとして発信していきた
いと考えています。
この施設整備が進み、圃場の拡大にあたっての通信環境の
拡張や、観光・見学の方向けのフリーWi-Fi等も必要になっ
てくるためPicoCELAのWi-Fiには大変期待しております。



PCWL-0400の屋外版、配線無しで
屋外無線通信網を構築

｢PCWL-0410｣は、今まで無線LANの導入を諦めていたエリア
の無線化や一時的な無線LAN網の構築を可能にします。

企業向け無線LANアクセスポイント機能により、無線LANのア
クセスポイントとしてお使いいただけると同時に、エッジコン
ピュータとして様々なカスタマイゼーションが可能です。

無線LAN規格：IEEE802.11g/n/a/ac、2.4GHzと5GHzの同時送信が可能
幅・奥行・高さ：250mm × 250mm × 86mm
重量：約1,800g（アンテナ含まず）
動作温度：－20～55℃
保存温度：－40～80℃
防水性能：IP67相当
取付金具：専用取付アタッチメント

PCWL-0410
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PicoManager®

管理を超える付加価値を追求したクラウド管理ツール PicoCELAの無線バック
ホールテクノロジーが搭載された種々の機器（PicoCELAデバイス）と連携す
るクラウド管理システムPicoManager®。PicoManager®によって、さまざまな
PicoCELAデバイスを維持管理できます。
しかし、PicoManager®の本領は維持管理にとどまらない高い付加価値サービ
スの提供にあります。

管理を超える付加価値を追求した
クラウド管理ツール

★
人の流れを解析する

★
品質を可視化する

★
遠隔操作での管理を実施する

★
ユーザー情報を取得する

★
得られた情報を分析する
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測位API

PicoCELAのWi-FiメッシュによりLANケーブル配線を著しく削減しつつ、広大
なWi-Fi空間を低コストかつ短期間に構築することができます。各PicoCELAデ
バイスはクラウドシステムPicoManager®と連携し、測位機能を提供します。

測位空間を簡単構築、Web APIで
他社ソリューションとの連携を加速
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資機材の所在場所管理
例えば、広大なキャンパスを有するプラント。様々なIoT機器や資機材が運用
されていることでしょう。PicoCELAデバイスをキャンパス全域に張り巡らし、
各機材にＢＬＥタグを貼付すれば、これら資機材の位置をモニタリングするこ
とができます。各機材の位置情報は本測位ＡＰＩによって参照可能。本測位Ａ
ＰＩを活用するだけで、独自の資機材所在場所管理システムを短期間で開発す
ることができます。また、キャンパス全域を網羅するPicoCELAデバイス群は、
IoT機器のWi-Fiインターネット通信のためのインフラとしても同時に活用でき
ます。

業務系クラウドシステムとの連携
オフィスでの勤怠管理システム、ショッピングモールでのＰＯＳデータ管理、
倉庫や流通センターでの在庫管理、駐車場でのパーキングロット管理など、業
務系デジタルソリューションはクラウドで実現させることが当たり前の時代に
なってきています。これらのクラウドシステムが本測位ＡＰＩを活用すること
で端末位置情報という新たな情報を把握できる様になり、ソリューションの価
値を高めることができます。

インドアナビゲーションアプリ
広大な構内の端末位置測位はＧＰＳ電波を利用することが難しく、これまで困
難とされてきました。複数のPicoCELAデバイスを適切に配置すれば、各フロ
ア単位の３次元位置測位も実現可能。スマホやタブレットで動作するナビゲー
ションアプリが本測位ＡＰＩを活用することで、インドアナビゲーションを実
現することができます。



PicoCELAが目指すのは、新しい時代を支えるプラットフォーム事
業の創造です。

現在、従来型の通信ネットワークは、周波数資源の限界やモバイル
の爆発的なトラフィック量の増加、それに伴うユーザーエクスペリ
エンスの低下といった深刻な課題を抱えています。
この喫緊の課題に対し、ひとつの解決手段を提供するのが
PicoCELAのデバイスとソリューションです。

PicoCELAのデバイスとソリューションは、あらゆる人々が快適で
廉価な通信サービスを享受できる社会の実現に貢献するインフラ基
盤技術であるだけでなく、人々の生活空間に偏在する情報とイン
ターネットを今以上にフレキシブルに結びつけて、情報通信産業に
革新的な数々のサービスをもたらす立役者となるものです。

PicoCELA株式会社
〒103-0013
東京都中央区日本橋人形町2-34-5 SANOS日本橋4階

URL:https://www.picocela.com/
TEL：03-6661-2780／FAX：03-6800-2003

PicoCELAについて
エッジとクラウドが連携した
IoTプラットフォームを創造します
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